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【内容要旨】（1,200 字以内） 
【背景】 

Facebookや Twitter等のソーシャルメディア（以下 SM）は、コミュニケーションツールの一つ

として社会で広く利用されており、医療分野でも利用されている。海外の医療機関では、SM が広

報の手段として多用されており米国の医療機関の 94.4%が Facebook を利用していることが示され

ている。 

一方、日本では医療法の改正にあわせて医療広告ガイドラインが見直されており、新しいガイド

ラインでは医療機関による SM も規制の対象となる可能性がある。また、SM を利用する場合はそ

のポリシーを策定することが重要であるが、日本の医療機関による SMの利用実態やポリシーの策

定状況は明らかではない。 

【目的】 

日本の医療機関における SMの利用率、医療機関から発信された SMの内容および SM利用ポリシ

ーの策定状況を調査すること。 

【方法】 

調査の対象は、厚生労働省発表の保険医療機関一覧（医科、歯科）に収載されている医療機関と

Yahoo!ヘルスケアに掲載されている美容医療機関とした。また Facebook および Twitter を調査対

象の SMとした。医療機関の一覧を作成し、病院と診療所それぞれ 300の医療機関を無作為に抽出

した。検索エンジンと SMの検索機能を用いて抽出された医療機関の SMアカウントが存在するか

調査した。SMアカウントの有無とその医療機関の属性（病床数、設置者、診療科等）について Fisher

の正確検定、ロジスティック回帰分析を行った。 

 抽出した病院、診療所それぞれ 300医療機関によって発信された SMのコメントを収集し、内容

の分類と医療広告ガイドライン等との比較検討を行った。SM を利用している医療機関について、

そのポリシーが存在するかウェブサイトを確認した。 

【結果】 

病院の Facebook、Twitter の利用率はそれぞれ、24.3%(73/300)、4.3%(13/300)であった。診療

所では、それぞれ 6.3%(19/300)、3.7%(11/300)であった。病院で 26.0%(78/300)、診療所で

7.7%(23/300)の医療機関が Facebook か Twitter のいずれか、または両方の SM を利用していた。

Fisherの正確検定において、病院では SMのアカウントの有無に関して、病床数（p < .001）、地

域医療支援病院または特定機能病院（p < .01）で有意差を認めた。診療所では SMの有無とウェブ

サイトの有無に有意差を認めた（p < .001）。ロジスティック回帰分析において、病院では病床数に

有意差を認め（p < .001）、診療所ではウェブサイトの有無（p < .001）および内科系診療科と歯科

の間に有意差（p = 0.037）を認めた。 

 病院、診療所いずれも広報活動に関するコメントが多く、その割合は病院で Facebook 

54.0%(724/1341)、 Twitter 66.6%(382/574)、診療所で Facebook 58.4%(122/209)、 Twitter 

56.4%(186/330)であった。またガイドラインに抵触するおそれのあるコメントは、病院で Facebook 

1.2%(16/1341)、Twitter 1.0%(6/574)、診療所で Facebook 3.2%(8/209)、Twitter 4.5%(15/330)であ

った。SM利用ポリシーを策定していたのは病院 3、診療所 0であった。 

【結論】 

日本の医療機関における SM の利用やそのポリシーの策定は少なく、SM は主に広報活動を目的

として利用されていた。医療機関による SMのコメントに関して、一部医療広告ガイドラインに抵

触する可能性のあるコメントがみられた。今後Facebook、Twitter以外のSMの検討が必要である。 
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